
令和３年度 運営会議

令和３年7月５日

目 次

Ⅰ 令和２年度決算及び令和３年度予算 ・・・・・・・・・・・・・ １

Ⅱ 課題と取組
１ 福岡高速道路ネットワークの強化 ・・・・・・・・・・・・ ９
２ 構造物の維持管理 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １５
３ 大規模災害対応 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２０
４ 事故・渋滞対策 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２２
５ お客様サービスの推進 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２５
６ 新型コロナウイルス感染症への対応・・・・・・・・・・・・ ２７

福岡北九州高速道路公社





Ⅰ 令和２年度決算及び令和３年度予算



（１）令和２年度決算

①損益の概要

１Ⅰ 令和２年度決算及び令和３年度予算

※決算見込



＜福岡高速＞

②償還準備金の推移と償還状況

（１）令和２年度決算 ※決算見込

２Ⅰ 令和２年度決算及び令和３年度予算

令和２年度の償還準備金繰入は、新型コロナウイルス感染症の影響により、前年度比
１９．０％減の２１６億円で、年度末の償還準備金の累計は４，５０５億円。償還率は５０．０％
で前年度比１．１ポイントの増。

償還状況（令和２年度末）



＜北九州高速＞
②償還準備金の推移と償還状況

（１）令和２年度決算

３Ⅰ 令和２年度決算及び令和３年度予算

償還状況（令和２年度末）

※決算見込

令和２年度の償還準備金繰入は、新型コロナウイルス感染症の影響により、前年度比
２０．３％減の７８億円で、年度末の償還準備金の累計は９７４億円。償還率は２６．２％で
前年度比２．１ポイントの増。



②収入支出予算

４Ⅰ 令和２年度決算及び令和３年度予算

項　　　目 福岡高速 北九州高速 計 項　　　目 福岡高速 北九州高速 計
 設立団体出資金 1 - 1  高速道路建設費 3 - 3
 政府無利子貸付金 2 - 2  一般管理費 4 - 4
 特別転貸債 2 - 2  建設利息 0 - 0
 民間借入金 2 - 2

小　　　計 7 - 7 小　　　計 7 - 7
 高速道路料金収入 364 146 510  維持改良費 106 21 126
 駐車場料金収入 1 1 2  業務管理費 64 34 99
 原因者負担金受入 1 1 1 （内 納付消費税） (29) (12) (41)
 民間借入金 129 39 168  原因者負担補修費 1 1 1
 業務外収入 1 1 1  一般管理費 10 6 16

 業務外支出 314 126 440
（内 元金償還金） (293) (113) (405)
（内 支払利息等） (21) (13) (35)

小　　　計 495 187 682 小　　　計 495 187 682
 受託業務収入等 0 0 1  受託業務費等 0 0 1

502 188 690 502 188 690
※　端数処理の関係上、合計において合致しない場合があります。

（単位：億円）

事業区分
収　　　　　　入 支　　　　　　出

その他
合計

管理事業

建設事業

①事業実施計画

○建設事業
・ 福岡市南部地域や太宰府IC方面からの福岡空港国内線旅客ターミナルへのアクセス強化と、国道３号福岡南
バイパス空港口交差点の混雑緩和を図るために、福岡高速３号線（空港線）延伸に事業着手します。

○管理事業
・ 「安全で快適な都市高速」確保のため、福岡高速における老朽化・予防保全対策など、引き続き、営業中道路
（福岡高速５９．３ｋｍ、北九州高速４９．５ｋｍ）の適正な維持管理に努めてまいります。

（２）令和３年度予算
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Ⅰ 令和２年度決算及び令和３年度予算

H24.7 環状線
（全線）完成

H23.2 開通
（野芥～福重間）

注）料金収入のみを計上しています（駐車場収入を除く）

（３）交通量と収入の推移

①福岡高速
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量

消費税率引上げ
（5％→8％）

消費税率引上げ
（8％→10％）

令和２年度は、新型コロナウイルス感染症等の影響により、交通量は前年度比１６.４％、収入は
前年度比１５．５％減少しました。

新型コロナウイルス
感染症拡大

R3.3 開通
ｱｲﾗﾝﾄﾞｼﾃｨ線
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Ⅰ 令和２年度決算及び令和３年度予算

注）料金収入のみを計上しています（駐車場収入を除く）
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消費税率引上げ
（5％→8％）

消費税率引上げ
（8％→10％）

（３）交通量と収入の推移

②北九州高速

令和２年度は、新型コロナウイルス感染症等の影響により、交通量は前年度比１６．０％、収入は
前年度比１４．６％減少しました。

新型コロナウイルス
感染症拡大



（参考）最近の交通量の状況
①福岡高速

７

交通量（台/日）

対前年度比
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Ⅰ 令和２年度決算及び令和３年度予算

令和２年度は緊急事態宣言が発令された令和２年４月、５月及び令和３年１月、２月に
大きく減少しています(１月は大雪による通行止めの影響を含む)。
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134.3%



（参考）最近の交通量の状況
②北九州高速

８
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令和２年度は緊急事態宣言が発令された令和２年４月、５月及び令和３年１月、２月に
大きく減少しています(１月は大雪による通行止めの影響を含む)。
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Ⅱ 課題と取組



１ 福岡高速道路ネットワークの強化

平成27年3月17日、福岡県、福岡市及び福岡北九州高速道路公社は、都市計画道
路自動車専用道路アイランドシティ線(福岡高速６号線)及び福岡空港関連の自動車専
用道路（福岡高速３号線（空港線）延伸）を進めていくことに合意しました。

（１）三者合意について

９

【位置図】

福岡高速６号線

福岡高速３号線（空港線）延伸



１ 福岡高速道路ネットワークの強化

① 概要

１０

港湾整備区間
（1.1kｍ）

道路整備区間
（1.4kｍ）

アイランドシティ

香椎パークポート

写真-２

写真-１

テープカット・くす玉開披 通り初め

香椎浜JCT.（写真-１） アイランドシティ-香椎浜（写真-２）

（２）福岡高速６号線（アイランドシティ線）

福岡市東部地域の交通混雑緩和や、アイランドシティ地区国際海上コンテナターミナ
ル、福岡市立こども病院、青果市場などの広域的な交通需要に対応するため、福岡高速
１号線とアイランドシティを結ぶ延長約2.5kmの自動車専用道路を整備し、令和３年３月27
日に開通しました。

事業概要

延 長 ：約2.5km

幅 員 ：19ｍ

車 線 数 ： ４車線
事業期間：平成28年度～令和２年度
事業主体：福岡北九州高速道路公社

国土交通省九州地方整備局
福岡市



１ 福岡高速道路ネットワークの強化

青果市場関係者 こども病院関係者
アイランドシティ線を利用することで目
的地への所要時間が短くなりました。

片男佐橋交差点の右折レーンがあま
り渋滞しなくなりました。

遠方からの来客者が、都市高速
が延伸して便利になったと言って
ます。

③利用者の声

片男佐橋交差点渋滞長

※１ トラフィックカウンタ―値、
開通前：R3.3月の全日平均 開通後：R3.4月の全日平均

※２ 開通前：R3.3.3（水）、開通後：R3.4.27（火）
アイランドシティ側から片男佐橋交差点

200m減少

開通前 開通後1か月

１１

タクシー運転手

一般道の大型車通行が、減っ
たと感じています。

※２

②整備効果（速報）

・香椎浜出入口の交通がアイランドシティ出入口へ一部転換するとともに、両出入口を合わせた交
通量は28%増加しました。
・片男佐橋交差点で、渋滞長が400ｍから200ｍに50%減少するなど、一般道の渋滞緩和に寄与して
います。

アイランドシティ出入口及び
香椎浜出入口の交通量 ※１

（台/日）
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１ 福岡高速道路ネットワークの強化 １２

①目的

福岡空港の滑走路増設などの機能強化が進められている中、福岡市南部地域や

太宰府IC方面からの国内線旅客ターミナルへのアクセス強化と、国道３号福岡南バイ

パス空港口交差点の混雑緩和を図ります。

② 計画図

（３）福岡高速３号線（空港線）延伸

主な構造：高架構造，地下構造
道路延長：約１．４km＋連結路約０．４km
車 線 数：４車線
設計速度：６０km/h

▲計画平面図



１ 福岡高速道路ネットワークの強化 １３
③整備イメージ図

※H30.12福岡市議会第４委員会報告資料より抜粋（一部加筆）

■凡例

空港方面 橋梁部・平面部

天神・太宰府方面 橋梁部

空港方面 地下構造部

天神・太宰府方面 地下構造部



１ 福岡高速道路ネットワークの強化

④ 事業着手までの主な手続きの流れ

１４

都
市
計
画
事
業
認
可
（
地
整
）

事

業

着

手

整
備
計
画
変
更
許
可
（
本
省
）

Ｒ
３
予
算
内
示

今年度の早期事業着手に向けて手続きを進めています。
令和３年度は、地質調査や現地測量、及び設計を実施し、関係機関、関係者と十分に連携
及び協議を行い、早期完成を目指していきます。

R3.3.30 R3.5.19 R3.6.18



２ 構造物の維持管理

①メンテナンスサイクルの実施

（１）維持管理の取組方針

点検用恒久足場

老朽化が進む都市高速道路の機能と健全性を確保するため、メンテナンスサイクルを実施し
適切な維持管理に努めるとともに、新技術の積極的な導入・活用により、構造物の耐久性向上
や、効率的な維持管理を図っていきます。

②新技術の導入・活用

IH式舗装撤去工法
（騒音・振動・粉塵の抑制）

５年に１回の頻度にて、
全数近接目視点検の実施

メンテナンスサイクルの取組を
情報基盤データベース等へ記録

道路橋定期点検要領（H26国土交
通省策定）を基に統一的な尺度に
て、健全性の診断を実施

【点検】 【診断】

【記録】 【措置】 点検・診断結果を基に、計画的な
補修の実施

改質グースアスファルト
（防水性・耐久性の向上）

１５

首都高速道路㈱HP引用



(令和3.3.31 時点)

（２）福岡高速の老朽化対策

２ 構造物の維持管理

路線延長の約３割が供用から３０年以上経過したことや、交通量の増加に伴い、橋梁などの
老朽化が進んでいます。
このため、平成２４年度から老朽化・予防保全事業を実施しています。

凡例 供用年数 延長（km）

40年以上 5.9

30～39年 10.6

20 ～ 29年 15.0

10 ～ 19年 24.4

10年未満 3.4

合計 59.3

老朽化・予防保全事業

(コンクリート橋脚の剥離)

・対象路線：福岡高速１～５号線
・事業期間：平成２４年度～令和１３年度の２０年間
・対策事例：剥離・鉄筋露出部の断面修復、ひび割れの補修、

床版防水、炭素繊維シート貼付、鋼桁の塗装塗替 等

老朽化の状況写真

(コンクリート床版のひび割れ) (鋼桁の腐食)

１６



（２）福岡高速の老朽化対策

２ 構造物の維持管理

【上部工】[損傷の特徴] 交通荷重による床版の疲労

[工種] 橋梁補修工事

福岡高速１号線（香椎～東浜）

【補修前】 【補修後】

(損傷一例) (炭素繊維補強)

【補修中】

(炭素繊維シート貼付)

(工事状況全景）

最初に供用し、老朽化が進んでいる１号線（香椎～東浜）から鋭意工事を進めており、令和２年
度から著しい損傷が確認された２号線（榎田～水城）にも着手しています。

福岡高速２号線（榎田～水城）

(著しい損傷の事例)

(コンクリート床版下面のひび割れ)

【舗装撤去前】
〈舗装の損傷〉

【舗装撤去後】
〈コンクリート床版の土砂化〉

１７



（３）北九州高速の老朽化対策の必要性

２ 構造物の維持管理

平成１５年度～２０年度に、当時供用から３０～５０年以上経過した４号線を対象に大規模修繕
事業を実施しました。
しかし、その後１０年以上が経過し、路線延長の約９割が供用から３０年以上経過するとともに、
４号線においても新たな疲労損傷が生じるなど、橋梁等の老朽化が進んでいます。
限られた予算の中で優先順位を付けながら、応急的な維持補修を実施しているものの、要補
修箇所数が増加の傾向にあります。

(令和3.3.31 時点)

凡例 供用年数 延長（km）

50年以上 14.2

40～49年 21.3

30～39年 10.1

20 ～ 29年 1.5

10 ～ 19年 2.4

合計 49.5

老朽化の状況写真

(床版の損傷)

要補修箇所数の推移

約1,000

約4,600

［箇所数］

１８

(4号線下部工の新たな損傷)



◆ 将来にわたって構造物の耐久性や健全性を確保するためには、大
規模修繕事業が必要と判断される

◆ 大規模修繕事業の実施にあたっては、路線の特徴や構造物の損傷
状況を踏まえ、最適な時期に最適な工法を選択し、維持管理コストの
縮減を図ること

◆ 大規模修繕事業と併せて耐震補強事業に取り組み、仮設足場の共
用等によって効率的で経済的な事業推進を図ること

２ 構造物の維持管理

委員会からの提言（平成31年3月14日）

（３）北九州高速の老朽化対策の必要性

国において、道路整備特別措置法等に基づく「有料道路整備資金貸付要領」が改正（令和2年4月1日施行）
償還期間の上限： 40年以内 ⇒ 60年以内

委 員 長 松田 泰治 （九州大学大学院教授）
副委員長 山口 栄輝 （九州工業大学大学院教授）
副委員長 添田 政司 （福岡大学大学院教授）
委 員 ２名
ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ ２名

・委員会構成メンバー

【参考】地方道路公社の償還期間の上限の延長

平成30年度に「北九州高速道路の大規模修繕等に関する技術検討委員会」より、「橋梁の大規
模修繕等の必要性」について提言をいただきました。
この提言や地方道路公社の償還期間の改正等を踏まえ、大規模修繕事業等の早期着手に向
け、財源確保等について国や設立団体と協議を進めています。

１９



３ 大規模災害対応

（１）平成３０年７月豪雨 被災の復旧【北九州高速】

大里地区協定に基づく支援企業からの応援 富野地区

２０

豪雨による被災により、北九州高速道路及び九州自動車道が通行止めとなりました。

即座に応急復旧に着手し、関係機関等の応援もいただき、被災から５日目に全線開放を
行うことで、本州と九州を連絡する交通軸を確保しました。

国交省記者発表資料（Ｈ30.7.10）より

本州と九州を連絡する交通軸を確保



３ 大規模災害対応

災害時に備えた協定

目的：災害時の人材・資機材の相互協力 【平成24年3月7日締結】
○首都高速道路株式会社 ○阪神高速道路株式会社
○名古屋高速道路公社 ○広島高速道路公社 ○福岡北九州高速道路公社

震災時等における応急復旧業務の相互協力に関する協定（都市高速５団体）

災害時における応急対策に関する協定（民間７団体）
目的：災害時の都市高速の復旧に資する協定
【平成18年3月1日締結】 【令和元年6月19日締結】
○日本建設業連合会（土木一般） ○建設コンサルタンツ協会(測量設計）
○日本橋梁建設協会（鋼構造物） ○福岡県地質調査業協会（地質調査）
○ＰＣ建設業協会（ＰＣ構造物） ○福岡県建設業協会（土木一般）
○日本道路建設業協会（舗装等）

目的：資機材及び職員の相互応援 【令和元年7月5日締結】
○国土交通省九州地方整備局

大規模な災害時の相互応援に関する協定（九地整）

大規模な災害発生時に、復旧対応を迅速化するため、関係機関と協定を締結しています。
平成30年７月豪雨を踏まえて、令和元年度、新たに九地整、及び民間三団体と協定を締結し、
災害対応力を強化しました。

（２）大規模災害への備え

（３）道路啓開訓練の実施

令和２年度は、更なる早期開放を目的として、緊急車両等が通行可能となる段差解消資機材
を用いた道路啓開訓練を公社として初めて実施しました。

＜段差走破訓練状況＞

２１



４ 事故・渋滞対策 ２２

※1） 渋 滞：走行速度20km/h以下で車列長0.5km以上の状態が
30分以上継続した場合（事故に伴う渋滞を含む）

【事故・渋滞件数】

■福岡高速 ■北九州高速

令和２年度の事故・渋滞件数は、これまで実施してきた高機能舗装等の対策や、コロナによる交
通量減少の影響から、大幅に減少しました。

（１）事故と渋滞の推移

42％減

57％減

28％減

73％減

16％減
16％減



取組事例 ：福岡高速１号線
令和元年度 下り線（百道→姪浜）
令和２年度 上り線（姪浜→百道）

・カーブ区間で、路面湿潤時に速度超過等による事故が多発

・滑り止め機能の向上を図るためハイブリット舗装に更新
（ 令和元年度対策前後 事故 42件／年 → 1件／年）

H31.1～R1.12 R2.1～R2.12

（２）事故・渋滞対策の主な取組

２３

令和元年度

対策前 対策後

事故の特徴を踏まえ、高機能舗装等の対策を実施しています。

４ 事故・渋滞対策

令和２年度

①事故対策



２４４ 事故・渋滞対策

福岡高速

北九州高速

対策前

（２）事故・渋滞対策の主な取組

対策後

野芥西出口

若園出口

A

BB
CC

B B

A

C
C

これまでも逆走対策に取り組んできたところですが、令和２年３月に北九州高速で発生した逆走
による死亡事故を契機に、令和２年度に両高速の全出口（福岡38箇所、北九州35箇所）で逆走対
策を完了しました。
今後は両高速の合流部、JCT部において逆走対策を進めます。

両高速全出口で逆走対策を完了
Ⓐ大型矢印路面標示の設置
Ⓑ進入禁止看板の設置
Ⓒ壁高欄に矢印板の設置

②逆走対策



聞く！

２５

 通行止や渋滞、平均所要時間などの道路状況を音声及び文字にて
ご案内いたします。

 道路情報は約５分ごとに更新されます。

福岡高速ハイウェイテレホン（自動音声） ☎ 092-643-1300

北九州高速ハイウェイテレホン（自動音声） ☎ 093-931-1400

見る！ 文字にてご案内しています。

パソコンやスマートフォンからアクセスできます。

［主な設置箇所］
・都市高速の全ての料金所 ・主要観光施設及び観光案内所
・都市高速周辺の大型商業施設 ・関係庁舎 ・道の駅
・レンタカー会社 ・自動車学校
・NEXCOのサービスエリア及びパーキングエリア など

都市高速における乗り降りの間違い、また

ジャンクション部の方向間違いなどを減らし、

より便利で身近な道路として活用していただく

ため、イラスト地図「スイスイマップ」を作成し、

都市高速の関係施設の他、集客施設等に常

設しています。

音声にてご案内しています。

スマートフォンサイトイメージ

工事による規制やイベント情報

など、都市高速ご利用のお客様に

役立つ情報を提供しています。

ホームページサイトイメージ

（１）ハイウェイテレホン （２）イラスト地図「スイスイマップ」

（３）ＬＩＮＥ

５ お客様サービスの推進

お客様に都市高速をより便利にご利用いただくため、ホームページによる案内のほか、
リアルタイムの道路状況の情報提供や道路案内等、利便性を高める取り組みを行っています。

（４）ラジオCM

工事による規制や通行時の注意点など、都市高速の通行

に必要な情報をラジオCMにより提供しています。



５ お客様サービスの推進 ２６
（５）情報誌「SAFETY DRIVE」

新たな免許取得者向けにクロスFMが発行する冊子「SAFETY DRIVE」に、都市高速を利用する際の注意点や都市
高速の出入口の紹介を行っています。

【配布場所】 福岡県内の指定自動車学校
（全３８校）

【配布対象者】 新規免許取得者

【配布期間】 令和３年３月～令和４年２月（１年間）

「都市高速を利用する際の注意点」、「交通事故・緊
急時の対応」等の運転者に必要な知識のほか、「都
市高速の出入り口」や「ハイウェイテレホン・スイス
イマップ」の紹介等を掲載 ハイウェイテレホン・スイスイマップの紹介事故防止のポイント・事故の時の対処法

都市高速出入口の紹介都市高速を利用する際の注意点

（６）公社設立５０周年
令和３年１１月１日に設立５０周年を迎える節目の年に広報を行い、都市高速をご利用いただいた皆様や関係機
関の方々に感謝の意を表すとともに、都市高速の役割や安全・安心・快適な質の高いサービスの提供を実現するた
めの取組みを紹介します。
～キャッチコピー～ 「あなたと街に育まれ、あなたと街を繋いでいく。」



公社では、都市高速が担う物流、緊急輸送ルート等の機能を確保しつつ、お客様、関係先の

皆様及び公社職員の感染リスクの軽減を図るため、様々な対策を実施しています。

２７６ 新型コロナウイルス感染症への対応

●入口や本線の道路情報板での

注意喚起文の掲示

●北九州高速パーキングエリア

でのポスター掲示

●公社ホームページでの福岡県

等からの注意喚起文の掲載

お客様への呼びかけお客様への呼びかけ

●マスク着用、トレーによる料金収受

●精算機器類、手指の定期的な消毒

●収受班における小グループ化

朝礼、アルコール検査、移動、精算作業等を

小グループに分けて実施。

万が一感染者が発生した場合でも、接触者の

最小化を図ることで、収受業務への影響を回避

しています。

料金収受業務料金収受業務

2021.02.08
新型コロナウイルス感染拡大に伴う
緊急事態措置の延長について



２８６ 新型コロナウイルス感染症への対応

●テレワークＰＣによる在宅勤務、時差出勤

●ＷＥＢ会議システムの活用

●会議室、受付等での飛沫防止パネル設置

公社職員公社職員

●巡回班における小グループ化

●管制室での隊員同士の距離の確保

●巡回車、管制機器類等の定期的な消毒

交通管制業務交通管制業務

●始業前の検温等の体調管理

●朝礼時の距離確保、作業時のマスク着用

●作業車両、使用器具等の定期的な消毒

維持補修工事・業務維持補修工事・業務

●現場での「三密の回避」の徹底

●送風機での現場の換気

●「工事現場の遠隔臨場」の制度試行導入

建設・保全工事建設・保全工事


